
18年度に実施した主な事業�
●  わくわく西の城設備改修事業 34，906千円�
●  町道武田古原線（Ⅱ期）道路改良事業�
 30，000千円�
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●  活き活きふさの田んぼ支援事業 7，936千円�
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そ
の
他
の
基
金�

財
政
調
整
基
金�

基　金　の　推　移�（一般会計分）�

　
歳
入
総
額
は
、
24
億
１
７
９
１

万
２
千
円
（
前
年
比
０
・
７
％

減
）、
歳
出
総
額
は
、
22
億
４
３
３

万
９
千
円
（
前
年
比
４
・
９
％
減
）

で
、
翌
年
度
繰
越
（
１
６
１
万
５

千
円
）
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
２
億
１
１
９
５
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
の
貯
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
や
特
定
目
的
の
支
出

に
充
て
る
基
金
か
ら
の
繰
入
に
よ

り
補
て
ん
し
て
お
り
、
財
政
調
整

基
金
残
高
は
、
２
億
８
４
０
１
万

２
千
円
で
６
７
４
８
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
、
町
税
は
市
町
村

民
税
が
増
に
な
り
ま
し
た
が
、
固

定
資
産
税
の
減
に
よ
り
７
億
３
４

１
５
万
４
千
円
（
昨
年
比
１
・
８

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
（
国
か
ら
町
へ
交

付
さ
れ
る
お
金
）
は
７
億
２
５
０

２
万
７
千
円
で
２
０
０
８
万
３
千

円
（
昨
年
比
２
・
８
％
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
と
町

税
で
歳
入
全
体
の
60
・
４
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
国
県
支
出
金
（
町
の
実
施
し
た

事
業
に
対
す
る
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
等
）
は
、
町
道
武
田
毛
成
線

道
路
改
築
事
業
の
完
了
や
学
校
施

設
補
助
金
等
の
減
に
よ
り
４
９
９

７
万
５
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
地
方
債
は
地
方
交
付

税
の
減
額
分
の
振
替
措
置
で
あ
る

臨
時
財
政
対
策
債
が
１
６
３
０
万

円
、
水
道
事
業
出
資
債
が
１
２
３

０
万
円
、
定
率
減
税
の
削
減
等
に

よ
り
減
税
補
て
ん
債
が
１
０
６
０

万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人

件
費
（
町
職
員
の
給
与
や
町
議
会

議
員
の
報
酬
等
）、
補
助
費
、
物
件

費
な
ど
の
経
常
的
経
費
が
18
億
２

１
６
３
万
２
千
円
で
、
全
体
の

82
・
６
％
を
占
め
て
お
り
、
道
路

の
整
備
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め

の
投
資
的
経
費
は
１
億
１
７
７
０

万
６
千
円
で
、
全
体
の
５
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
主
な

事
業
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。
　

　
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
る
人
件

費
や
物
件
費
等
の

経
常
的
経
費
の
節

減
に
努
め
、
少
し

ず
つ
成
果
が
あ
ら

わ
れ
て
い
ま
す

が
、
公
債
費
（
大

規
模
事
業
の
際
に

借
り
入
れ
た
お
金

の
元
利
償
還
金
）

や
扶
助
費
と
い
っ

た
義
務
的
な
経
費

の
割
合
が
大
き
い
た
め
、
投
資
的

な
事
業
等
に
充
て
る
こ
と
の
で
き

る
お
金
は
、
全
体
の
ご
く
一
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
会
計
と
給
食
特
別

会
計
を
含
め
た
普
通
会
計
に
お
け

る
経
常
収
支
比
率
（
経
常
経
費
に

充
て
ら
れ
た
毎
年
経
常
的
に
入

り
、
自
由
に
使
え
る
お
金
（
町
税
、

普
通
交
付
税
等
）
の
割
合
）
は
95
・

８
％
と
非
常
に
高
く
、
財
政
構
造

は
弾
力
性
を
失
っ
て
お
り
、
危
機

的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

更
な
る
経
費
の
削
減
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


